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地域の資源を生かした地域内経済循環のまちづくりを推進





富⼠⾒町・⼋ヶ岳⼭麓関係事業者へのヒアリング03
森に関連する
事業者

林業
柿澤建設株式会社
細川⽊材株式会社

⾬宮興業
諏訪森林組合
緑化創造舎

特殊伐採・伐採事業
久保井⼟⽊
今井建設

明治建設企画株式会社
⾼橋淳さん・⾼橋涼さん

チップ製造
⾬宮興業

タカトミ⼩林組

森林所有
冨⼠⾒財産区

⽊材の利⽤に関連
する事業者

製材事業
細川⽊材（プレカット）

材⽊・建材事業
⼩松⽊材
吉⽥建材

建築事業者
⾓⼤

建築⼯房藁
㈱⾬宮

アトリエDEF
⼤上建築事務所

⽊⼯事業者
名取⽊⼯（建具）
安部⽊⼯（家具）

バイオマスエネルギー

みのり建設
富⼠⾒⾼原リゾート
フォーレストエナジー

薪ストーブ販売
ストーブ⽣活

森を活⽤した観光
・教育

東急リゾート
富⼠⾒⾼原リゾート
⾃然学校ヤッホー

森林資源の多様な
利⽤



⼋ヶ岳⼭麓の現状（⽊材の利⽤）01
⽔を貯え
清浄な空気
をもたらす

林産資源の宝庫
（キノコ、
⼭菜、薬草）

豊かな
動植物を育む

⽣物多様性の宝庫

広葉樹もあり
欅、桜、桑などは
⾼く売れる

材⽊・燃料
の供給

富⼠⾒の
宝の森

私有地で急斜面の里山
の管理が行き届かない

資源構成や林齢
に偏りがある

林業士等
専門の知見を持った
人が少ない

林業の携わる
人材が足りない

不在地主も多い
自分の森に行ったこ

とがない

富士見の森の現状が
見える化されていな

い

間伐？皆伐？森づく
りのビジョンが共有
されていない

里山整備の
仕組みを
学びたい

住民・所有者が
森の整備の
実態を知らない



富⼠⾒町の現状（⽊材の利⽤）01

富士見で
人工乾燥できる
ところがない

製材所が
ほとんどない

A材も材として
使われていない

可能性
�

ヒノキ
質が良くない

松くい⾍の被害も
始まっている

カラマツ
市場や⼯場直送で
メインが合板
・チップへ

広葉樹もあり
欅、桜、桑などは

⾼く売れる

アカマツ
市場や⼯場直送で

チップ

富⼠⾒の
宝の森

アカマツ
昔は梁として
使われていた
梁・床材として
使いたい

カラマツ
天井材、床材で
使いたい

国内材だと
サイズがとれない

地元材を単独で使う
場合はロスがでる。

材木屋で
買った方が安い

国産材、地域産材を
使いたいというニー
ズが少ない

床材・天井材が海外
から入って
こなくなった



富⼠⾒町の現状（⽊材の利⽤）01

チップ化
されたものが
県外へ

伐採・搬出しても
枝葉は

残したまま

材のまま地域外に
出されているので
チップ化できる部分

も地域外へ

アカマツ
チップ

富⼠⾒の
宝の森

薪需要は
増えている

広葉樹の
薪が不足している

薪ステーション
が欲しい

初期投資ゼロの
第３者設置の

事業者も出てきてい
いる

搬出・運搬コスト
をだれが
負担するか？

木質バイオマスは
燃料供給と

設備導入を一体化し
て検討が必要

燃料費高騰の中で
初期投資の負担が軽
減されれば、

木質バイオマスを検
討したい

針葉樹が使える
薪ストーブの
普及が必要

バイオマスは
熱利用か

発電（熱電併給
か）？





富⼠⾒町の持続可能な森づくりと地域内経済循環を担う活動

⽊、材としての利⽤：製材、材⽊屋、⼯務店、建築、不動産、⽊⼯

森の中での森林資源の活⽤：林業、観光、教育

⽊材

利⽤
エネルギー

精油・⾷

森の保全と利活⽤

（林業・教育・

 観光）

富⼠⾒町の森・⽊の地域内経済循環に向けて02

森林資源の多様な利⽤：バイオマスエネルギー（熱・電気）、精油、⾷（⼭菜、ジビエ）



富士見町における宝である森・冨士見町においてどのような森づくりをしていくか

　

　・生物多様性を高める自然環境保全の森
　・山地保全（土砂災害の防止）
　・水源�養・水資源保全の機能の工場
　・森林生態系の健全性と活力

共有財産としての森づくり 森の活用による地域経済循環

・森林の生産力と林業経営の向上
・適地適木を評価した森林づくり
・森林資源のカスケード・循環利用
・林業、木材・建築・木工産業の振興
・市民の森へのふれあい（教育・観光）

林業事業体 森林所有者 建築事業者 木工事業者 観光事業者 自然教育 農家 行政 エネルギー事業者 市民企業



森づくりの課題02

冨⼠⾒の

�づくりの

ビジョンが必

�では�

⾏政、事業

者、�の�有

者、��との

ビジョンの共

有

ビジョン�現

に向けた��

者の協業の場

づくり



参考資料



（出典）伊那市50年
　の森林ビジョンより







⻄粟倉の森林の100年
地域には、捨ててはいけないものがあります

苦労を重ねて地域を守ってきた先⼈のため、これからを⽣きていく⼦どもたちのため、
そしてこの地域に愛着をもち関わってくださるたくさんの⽅々のため。

約50年前に、⼦や孫のためにと、⽊を植えた⼈々の想い。
その想いを大切にして、立派な百年の森林に育て上げていく。

そのためにあと50年、、村ぐるみで挑戦を続けようと決意しました。

⻄粟倉村は、⼈⼝1500⼈ほどの源流域の⼩さな村です。このような⼩さな村だからこそ、
未来に向けて心と心を丁寧につなぎあわせていくことができるはずです。
世代を越えて、そして地域を越えて、未来への想いを共有する森づくりへ。
そして、大切な自然の恵みを大切な人たちと分かち合う上質な田舎づくりへ。



森林資源の地産地消のイメージ

岡⼭県⻄粟倉村資料より



岡⼭県⻄粟倉村資料より



岡⼭県⻄粟倉村資料より





（出典）伊那谷フォレストカレッジ資料より



（出典）伊那谷フォレストカレッジ資料より


